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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
抗好中球細胞質抗体 (ANCA)関連血管炎の代表的疾患である顕微鏡的多発血管炎 
(MPA)と多発血管炎性肉芽腫症 (GPA)は,厚生労働省より特定疾患に指定されて









論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､抗好中球細胞質抗体 (ANCA)関連炎の顕微鏡的多発血管炎 (MPA)
と多発血管炎性肉芽腫症 (G払 )について<厚生労働省特定疾患の臨床調査個人




鼻咽喉症状が高率 (86.7%)で､PR3-ANCA/C･ANCAは 73･0%に陽性であった｡ 
cY療法は､MPAの 22.2%､GPAの 58.5%で併用され､両疾患とも比鞍的若い
年代で用いられていた｡GPAでは腎機能低下例では併用が減少していた｡血輿交
換は､MFAにおいては肺胞出血がみられる症例で､両疾患とも腎障害例に適応さ
れる僚向にあった｡本研究は､ANCA関連血管炎患者の臨床像と治療選択の実態
の一部を明らかにした｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
